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きる掛JlI層群大宮層と，菊川市西方で観察できる掛JlI

を提供する.

2. 自躍が観察できる

(1 ) 

号線拐、)11パイ

70度W，南西に 10

(1983) ， 

は掛川市小市の由連 l

る

る.

(1992) でも紹介さ

れている.

(2) 

に伸びた切り

は道路を揺てて北一

る(以下，道路を

踊てて東側の

と呼ぶ). 

，南側の

(1983) 

察できる地麗の特徴を写真とともに記載してい

を記載してからお

は草で覆われ地層の観察は

る.

が経過し，

(1983) 

ほほ不可能だった.ところが，最近，

西露頭の下部，層淳約3mに新鮮な面が露出し

地層の観察が容易になった.そこで，

西露頭の下部ラ層摩約3mで観察できる地層の

特徴について次に述べる.東露頭，西露頭の下

部，層厚約3mで観察できるのは，

掲色を呈する極細粒砂層の掛)1/

掛JII市立倉真小学校

を

留し掛1/1市小市の露頭位罷図(国土地理践発行2

5千分の1地形怒「器)IIJ)纏
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(1 ) 

きる

は菊川市西方， ]R東海道本線北側

さ約8.5mラi幅約 mである.

本露頭の模式柱状図を図11

る(罰10)，北一南に伸びた酉向

に10度前後傾斜している@

は黄褐色~茶褐色の極綿粒砂層と暗

のシルト層の砂j足立層が観察できる@砂泥互層は関11に示したように 9 極細粒砂層の

と比べて著しく厚い砂勝ち砂泥互層である@この砂泥互層は接~)I 1層群堀之内層である

と考えられるがラ関11に示した下半分の特に砂層の厚い部分は大頭竜砂層(横山.1975)の一部かもし

れない@本露頭で観察できる地層の層位的位置は白岩火山灰層の約20m上位に当たる.

本露頭北側(国12)では下位より層厚175cmと130cmの極細粒砂層と乱堆積物が観察できる@乱

堆積物の柱状図中の位寵は図11に示した.乱堆積物は破i析したシルト層が極細粒砂層中に巻き込まれ
い お ず み

たような産状を呈する(図13，14). 白井(1997，2004b， 2005b)は五汗済火山灰層で観察できる乱堆

積物は樟細粒砂径火山灰層内部にとどまらず，極細粒砂径火山灰層とシルト径火山灰層にわたってい

ることを指摘した.本露頭の乱堆積物は火山灰層ではないが，乱堆積物は極綿粒砂層内部にとどまら

ず¥極細粒砂層とシルト層にわたっていることやヲその産;1犬が五百済火山灰層で観察できる乱堆積物

(白井.1997. 2004b， 2005b) と類似している。

本露頭南側(園15)ではラ砂泥互層が観察できる(国16).

(3)地層観察の規点:地層観察時にねじり鎌を使用すれば， を削ったり掘ったりすることが可

能で， の構成物である砂9 (シルト) きる. である@

議

r~:.ラン

図叩m 2万5千分の1地形国「掛JIIJ).

-6-



.・
4・・ 4・
‘'‘ 
増

司・ 今 、

φ 

" 穆@

4診争

-・ 3・
ー・・.
.・.

司毎 毎

司島

・、、.
・ 喝

98 ( 20む8)

3欝

議

図11.菊JII市西方の露頭の摸式柱状国.乱堆横物の

観察できる層準を型柱状関の右側に「乱堆讃

物Jと示す.

国12.鶏JII市鶴方の露頭立i期金景‘掻鑓粒砂層

厚がシ)[.;ト患と比べて著しく厚い砂勝ち砂泥

が観察できる，スケーんは1m. 

国13腐乱堆積物館蓄し堆穣物は礎顕したシルト層が謹

錨粒砂層中に巻き込まれたような産状を

る.スケールは1m嗣

関14.乱堆積物m

35cm. 

関誌の中央部の拡大鰐 スケールは

-7-



16. 臨時の中央部の拡大窃スケールは

35 cれも

ヰ協まと

(1 )掛)11市小市で観察できる掛)1/層群大日展の特徴を記載し観察時の視点について述べた.

(2)菊川市西方で観察できる掛川層群堀之内層の特徴を記載し観察時の視点について述べた.
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